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【手続補正書】
【提出日】平成27年10月2日(2015.10.2)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　放送信号を受信して得られる入力画像を表す入力画像信号を入力する画像入力部と、
　グラフィックスおよび動画像を含むグラフィックス画像を表す入力グラフィックス信号
を入力するグラフィックス入力部と、
　前記画像入力部に入力された入力画像信号に対して拡大縮小処理を施し、前記入力画像
が拡大または縮小された拡大縮小画像を表す拡大縮小画像信号を生成する拡大縮小処理部
と、
　前記拡大縮小処理部により生成された拡大縮小画像信号と、前記グラフィックス入力部
に入力された入力グラフィックス信号とを合成して、前記拡大縮小画像が表示される拡大
縮小画像領域、前記グラフィックスが表示されるグラフィックス領域、および前記動画像
が表示される動画像領域を含む合成画像を表す合成画像信号を生成する画像合成部と、
　前記拡大縮小画像領域および前記動画像領域を特定するための領域情報を入力する領域
情報入力部と、
　前記領域情報入力部に入力された領域情報に基づいて、前記画像合成部により生成され
た合成画像信号のうち前記拡大縮小画像領域および前記動画像領域の画像信号に対して、
それぞれの領域に応じた画像処理を施し、画像処理後の合成画像を表す処理後画像信号を
生成する画像処理部と、
　前記領域情報入力部に入力された領域情報に基づいて、前記合成画像の画素ごとに当該
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画素が前記拡大縮小画像領域、前記動画像領域、および前記グラフィックス領域のうちい
ずれの画像領域に属するかを示す処理選択信号を出力する処理選択部と
を備え、
　前記画像処理部は、前記処理選択部から出力される処理選択信号に基づいて、前記合成
画像信号に対して、画素ごとまたは同一の画像領域に属する画素で構成される領域ごとに
、予め定められた互いに異なる複数の処理パラメータの中から、当該画素または当該領域
の画素が属する画像領域に応じた処理パラメータを選択し、選択された処理パラメータを
用いて画像処理を行う
ことを特徴とする画像処理装置。
【請求項２】
　前記画像処理部は、前記領域情報に基づいて、前記合成画像信号のうち、前記拡大縮小
画像領域、前記動画像領域、および前記グラフィックス領域の画像信号に対して、それぞ
れの領域に応じた画像処理を施し、前記処理後画像信号を生成することを特徴とする請求
項１に記載の画像処理装置。
【請求項３】
　前記画像処理部は、
　前記複数の処理パラメータを保持する処理パラメータ保持部と、
　前記処理選択信号に基づいて、前記画素ごとまたは前記領域ごとに、前記処理パラメー
タ保持部に保持される複数の処理パラメータの中から、当該画素または当該領域の画素が
属する画像領域に応じた処理パラメータを選択して選択パラメータとして出力する処理パ
ラメータ選択部と、
　前記合成画像信号に対して、前記画素ごとまたは前記領域ごとに、前記処理パラメータ
選択部から出力される選択パラメータを用いて所定の画像処理演算を実行する画像処理演
算部と
　を有することを特徴とする請求項１または２に記載の画像処理装置。
【請求項４】
　前記処理パラメータ保持部は、前記拡大縮小画像に適した第１の処理パラメータと、前
記動画像に適した第２の処理パラメータと、前記グラフィックスに適した第３の処理パラ
メータとを保持し、
　前記処理パラメータ選択部は、前記画素または前記領域の画素が前記拡大縮小画像領域
に属する場合には前記第１の処理パラメータを選択し、前記動画像領域に属する場合には
前記第２の処理パラメータを選択し、前記グラフィックス領域に属する場合には前記第３
の処理パラメータを選択することを特徴とする請求項３に記載の画像処理装置。
【請求項５】
　前記拡大縮小画像信号と前記入力グラフィックス信号とを合成する際の合成比率を表す
入力合成比率信号を入力する合成比率入力部を備え、
　前記画像合成部は、前記合成比率入力部に入力された入力合成比率信号に基づいて、前
記拡大縮小画像信号と前記入力グラフィックス信号とを合成することを特徴とする請求項
１から４のいずれか１項に記載の画像処理装置。
【請求項６】
　前記画像合成部は、前記入力合成比率信号に基づいて、前記拡大縮小画像信号と前記入
力グラフィックス信号との加重加算を行うことを特徴とする請求項５に記載の画像処理装
置。
【請求項７】
　前記拡大縮小画像信号と前記入力グラフィックス信号と前記入力合成比率信号とを、こ
れらのうちいずれかの信号に含まれる同期信号を用いて同期させ、同期後拡大縮小画像信
号と、同期後入力グラフィックス信号と、同期後合成比率信号とを出力する同期処理部を
備え、
　前記画像合成部は、前記拡大縮小画像信号、前記入力グラフィックス信号、および前記
入力合成比率信号の代わりに、前記同期後拡大縮小画像信号、前記同期後入力グラフィッ
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クス信号、および前記同期後合成比率信号を用いることを特徴とする請求項５または６に
記載の画像処理装置。
【請求項８】
　前記入力合成比率信号または前記同期後合成比率信号に基づいて、前記画像処理部によ
り生成された処理後画像信号と、前記画像合成部により生成された合成画像信号とを合成
して、調整後画像を表す調整後画像信号を生成する処理調整部を備えることを特徴とする
請求項５から７のいずれか１項に記載の画像処理装置。
【請求項９】
　前記処理調整部は、前記入力合成比率信号または前記同期後合成比率信号に基づいて、
前記処理後画像信号と前記合成画像信号との加重加算を行うことを特徴とする請求項８に
記載の画像処理装置。
【請求項１０】
　前記処理後画像信号または前記調整後画像信号に対して、前記拡大縮小画像領域と前記
グラフィックス画像領域とに共通の画像処理を施し、後段処理後画像信号を生成する後段
画像処理部を備えることを特徴とする請求項１から９のいずれか１項に記載の画像処理装
置。
【請求項１１】
　請求項１から１０のいずれか１項に記載の画像処理装置と、
　前記画像処理装置により生成された前記処理後画像信号または前記調整後画像信号に基
づいて画像を表示する表示部と
　を備えることを特徴とする画像表示装置。
【請求項１２】
　放送信号を受信して得られる入力画像を表す入力画像信号を入力する画像入力ステップ
と、
　グラフィックスおよび動画像を含むグラフィックス画像を表す入力グラフィックス信号
を入力するグラフィックス入力ステップと、
　前記入力画像信号に対して拡大縮小処理を施し、前記入力画像が拡大または縮小された
拡大縮小画像を表す拡大縮小画像信号を生成する拡大縮小処理ステップと、
　前記拡大縮小画像信号と、前記入力グラフィックス信号とを合成して、前記拡大縮小画
像が表示される拡大縮小画像領域、前記グラフィックスが表示されるグラフィックス領域
、および前記動画像が表示される動画像領域を含む合成画像を表す合成画像信号を生成す
る画像合成ステップと、
　前記拡大縮小画像領域および前記動画像領域を特定するための領域情報を入力する領域
情報入力ステップと、
　前記領域情報に基づいて、前記合成画像信号のうち前記拡大縮小画像領域および前記動
画像領域の画像信号に対して、それぞれの領域に応じた画像処理を施し、画像処理後の合
成画像を表す処理後画像信号を生成する画像処理ステップと
　を含むことを特徴とする画像処理方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　本発明に係る画像処理装置は、放送信号を受信して得られる入力画像を表す入力画像信
号を入力する画像入力部と、グラフィックスおよび動画像を含むグラフィックス画像を表
す入力グラフィックス信号を入力するグラフィックス入力部と、前記画像入力部に入力さ
れた入力画像信号に対して拡大縮小処理を施し、前記入力画像が拡大または縮小された拡
大縮小画像を表す拡大縮小画像信号を生成する拡大縮小処理部と、前記拡大縮小処理部に
より生成された拡大縮小画像信号と、前記グラフィックス入力部に入力された入力グラフ
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ィックス信号とを合成して、前記拡大縮小画像が表示される拡大縮小画像領域、前記グラ
フィックスが表示されるグラフィックス領域、および前記動画像が表示される動画像領域
を含む合成画像を表す合成画像信号を生成する画像合成部と、前記拡大縮小画像領域およ
び前記動画像領域を特定するための領域情報を入力する領域情報入力部と、前記領域情報
入力部に入力された領域情報に基づいて、前記画像合成部により生成された合成画像信号
のうち前記拡大縮小画像領域および前記動画像領域の画像信号に対して、それぞれの領域
に応じた画像処理を施し、画像処理後の合成画像を表す処理後画像信号を生成する画像処
理部と、前記領域情報入力部に入力された領域情報に基づいて、前記合成画像の画素ごと
に当該画素が前記拡大縮小画像領域、前記動画像領域、および前記グラフィックス領域の
うちいずれの画像領域に属するかを示す処理選択信号を出力する処理選択部とを備え、前
記画像処理部は、前記処理選択部から出力される処理選択信号に基づいて、前記合成画像
信号に対して、画素ごとまたは同一の画像領域に属する画素で構成される領域ごとに、予
め定められた互いに異なる複数の処理パラメータの中から、当該画素または当該領域の画
素が属する画像領域に応じた処理パラメータを選択し、選択された処理パラメータを用い
て画像処理を行うことを特徴とする。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２１】
　同期処理部５０は、拡大縮小処理部３０からの拡大縮小画像信号Ｄａ２と、グラフィッ
クス入力部２０からの入力グラフィックス信号Ｄｂ１と、合成比率入力部４０からの入力
合成比率信号Ｄｃ１とを、これらのうちいずれかの信号に含まれる同期信号を用いて同期
させ、同期後拡大縮小画像信号Ｄａ３と、同期後入力グラフィックス信号Ｄｂ３と、同期
後合成比率信号Ｄｃ３とを出力する。例えば、拡大縮小画像信号Ｄａ２の同期信号に入力
グラフィックス信号Ｄｂ１および入力合成比率信号Ｄｃ１を同期させて、同期後入力グラ
フィックス信号Ｄｂ３および同期後合成比率信号Ｄｃ３を生成する。この場合、拡大縮小
画像信号Ｄａ２は、そのまま同期後拡大縮小画像信号Ｄａ３として出力される。同期後拡
大縮小画像信号Ｄａ３、同期後入力グラフィックス信号（以下、同期後グラフィックス信
号ともいう）Ｄｂ３、および同期後合成比率信号Ｄｃ３は、画像合成部６０に出力される
。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３４】
　画像処理演算部８３は、合成画像信号Ｄａ４に対して、画素ごとまたは領域ごとに、処
理パラメータ選択部８２から出力された選択パラメータＰＳＥＬを用いて所定の画像処理
演算を実行し、処理後画像信号Ｄａ５を生成して表示部２００に出力する。画像処理演算
部８３で実行される画像処理としては、例えば、エッジ強調処理、ノイズ低減処理、コン
トラスト補正処理などの高画質化処理が挙げられる。ただし、画像処理演算部８３の画像
処理は、これらに限定されない。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３７】
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　図３（ｃ）では、同期後合成比率信号Ｄｃ３は、合成画像信号Ｄａ４と同じ画素数およ
び画素配列を持ち、合成画像信号Ｄａ４の各画素に対応する合成比率値を各画素の画素値
とする画像として表現されている。ここで、同期後合成比率信号Ｄｃ３の各合成比率値（
各画素値）は、最小値が０、最大値が１であるものとする。また、図３（ｃ）では、合成
比率値が０である部分を黒、合成比率値が１である部分を白で表している。合成比率値が
１の画素については、同期後拡大縮小画像信号Ｄａ３の画素値がそのまま合成画像信号Ｄ
ａ４の画素値として用いられる。逆に、合成比率値が０の画素については、同期後グラフ
ィックス信号Ｄｂ３の画素値がそのまま合成画像信号Ｄａ４の画素値として用いられる。
合成比率値が０より大きく、１より小さい画素については、合成比率値によって同期後拡
大縮小画像信号Ｄａ３の画素値と同期後グラフィックス信号Ｄｂ３の画素値との加重加算
を行って得られる値が、合成画像信号Ｄａ４の画素値として用いられる。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４２】
　ここで、仮に、画像合成処理を行う前に図４（ａ）の同期後拡大縮小画像信号Ｄａ３全
体に対して画像処理を行う場合には、図５（ｂ）に斜線ハッチングで示した拡大縮小画像
領域ＲＳにのみ画像処理が施されることになり、図５（ｄ）にクロスハッチングで示した
動画像領域ＲＧｍに対しては画像処理が施されない。このため、グラフィックス画像に含
まれる動画像を高画質化することができない。一方、画像合成処理を行った後に図５（ａ
）の合成画像信号Ｄａ４全体に対して一様に画像処理を行う場合には、図５（ｄ）に白べ
たで示したグラフィックス領域ＲＧｇを含む画面全体、つまり図５（ｃ）に斜線ハッチン
グで示した全体領域ＲＡに一様に画像処理が施されることになる。このため、グラフィッ
クスに対して不要な画像処理が施され、グラフィックスの画質が低下してしまう。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７５】
　一つの態様では、処理調整部９０は、グラフィックス画像中の動画像領域については、
処理調整を行わず、処理後画像信号Ｄａ５をそのまま調整後画像信号Ｄａ６として出力す
る。具体的には、処理調整部９０は、領域情報Ｔ１に基づき、動画像領域ＲＧｍについて
は、処理後画像信号Ｄａ５の画素値を、調整後画像信号Ｄａ６の画素値として出力する。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００８５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００８５】
　図９（ｃ）の同期後合成比率信号Ｄｃ３では座標に応じて合成比率値が徐々に変化して
いるため、図９（ｄ）の合成画像信号Ｄａ４では、同期後拡大縮小画像信号Ｄａ３と同期
後グラフィックス信号Ｄｂ３との合成の割合が座標に応じて変化している。
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